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夫婦関係と養育態度が子どもの問題行動に及ぼす影響
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on children’s problem behaviors
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Abstract: The purpose of this study was to examine the influence of marital relationships on 
children’s problems, mediated by a mother’s parenting style. An online survey was conducted on 
350 mothers (mean age: 35.06 years), with children aged 3-6 years (mean age: 4.19 years), to 
assess the effect of their marital relationship on children’s problem behaviors, and their parenting 
styles. The independent variable was the marital relationship, the dependent variable was 
children’s problem behaviors, and parenting styles constituted the mediating variable. The results 
showed that marital conflict mediated authoritarian parenting style and affected children’s 
problem behaviors. Marital conflict,  mediated by permissive parenting style, influenced 
children’s prosocial behaviors. In addition, authoritarian parenting style mediated the relationship 
between marital support and children’s problem behaviors.
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目　的
　幼児期は急速に発達する時期である。特に，
２歳から６歳までの期間は，乳幼児期から自律
性が育ち，さらに社会的・認知的能力が高まる
重要な移行期である（Campbell,�1995）。幼児期
の発達の変化は，子どもが新しい環境に適応し，
それに合わせて自分の行動を調整することを必
要とする。また，この時期は，問題行動が増加
する時期でもある�（Campbell,�1995;�2006）。子ど
もの問題行動は，Achenbach et al.（1987）の分
類に基づき，攻撃的行動や非行的行動などの外
在化行動と，抑うつ，不安，引きこもりなどの
内面的な状態の反映として定義される内在化
行動の２つに大別して概念化されている。
Campbell（1995）は，就学前の子どもの問題行
動に関する多くの研究をレビューし，問題行動

の特徴を，悲しみ，不安，社会的引きこもり，
恐怖などの内在化行動と，過活動，攻撃性，衝
動制御不良，かんしゃくなどの外在化行動にま
とめている。
　これまでの就学前の子どもを対象とした先行
研究では，子どもの問題行動はその後の人生に
おいて長期的な困難をもたらす可能性があるこ
とが明らかになった（van Lier, Vitaro, Barker, 
Brendgen, Tremblay & Bo-ivin,� 2012; Hirshfeld-
Becker et al.,�2007）。幼少時に問題が出現した場
合で対応が適切でその後の経過が良好ならば問
題が継続したり再発したりする可能性は小さく
なり，一方で問題が放置されたりさらに悪条件
が重ねてしまうと二次的，三次的な問題が発見
することが分かってきている（内田，2008）。
したがって，問題行動への早期対応への必要性
が高まり，幼児期の子どもの問題行動に影響を
及ぼす要因を検討する研究が行われてきた。こ
れまで主に学校や地域などの家庭外の要因と家
庭内の要因が探求されてきており，その中で，
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家庭環境要因は人口統計学的変数（家庭の社会
経済的状況，家族数や構成など），親自身の特
徴（犯罪歴や精神疾患など），親の養育態度と
養育意識（親の子どもに対する監督役割：スー
パービジョン，しつけの厳しさ，親の子どもに
対する心理的な拒否感など），家庭内の対人関
係（夫婦関係など）に分類される（菅原，
1999; L-oeber, & Stouthamer-Loeber,�1986）。
　両親はともに子どもの情緒的要求に適切に応
え，子どもの生活ケアや教育責任と愛情を持っ
て遂行する中で子どもの愛着の対象であり，子
どもにとって発達に大きな影響を及ぼす「重要
他者」の役割を果たしている（内田，2008）。
夫婦関係の中でも特にネガティブな側面である
夫婦間葛藤が子どもの発達や適応の多側面にネ
ガティブな影響を及ぼすことが明らかになって
いる。夫婦間葛藤は，子どもの不安や抑うつ，
非行や不登校，認知発達や学業成績の低さなど
の様々な問題をもたらすことが指摘されている
（Eldik, WM et al.,�2020）。本島（2013）は家庭
内で暴力に曝されている子どもは，社会的コン
ピテンス，精神病理，全般的健康など，幅広い
側面にわたって否定的な影響を受けると述べ
た。これまでの研究は夫婦間葛藤に着目して検
討されてきてが，菅原（2002）は夫婦間の愛情
関係と子どもの精神的健康の関連について検討
したところ，配偶者間の愛情関係と子どもの抑
うつ傾向との間に相関は見られなかったと報告
している。また，菅原（2002）の研究では，夫
婦間の葛藤と子どもの抑うつとの相関は総じて
弱いと指摘されていることから，夫婦関係が子
どもの抑うつに影響する際には媒介的な役割
を果たす変数が存在することが予想される
（Fincham,�1998）。本研究では夫婦関係と子ど
もの問題行動を媒介する変数として養育態度を
取り上げて検討する。
　これまでの知見より，親の養育態度は子ども
の発達に影響を与えることが明らかになってい
る。例えば，母親の「暖かさ」は子どもの抑う
つ傾向�（菅原ら，�2002）�や学校不適応感を減少さ
せ�（MaCoy, George, Cumm-ings, & Davies,�2013），
「懲罰的しつけ」は子どもの抑うつ・不安に影
響を与えた（Stormashak, Bierman, M-cMahon & 
Lengua,�2000）。また，親の養育行動は子ども
の反社会的行動（Carlo et al.,�2011）や社会的ス
キル（戸々崎・坂野，�1997）にも関連している
ことが指摘されている。菅原ら（2002）は夫婦
の愛情関係が養育態度を媒介して子どもの抑う

つ傾向と関連するかどうかを検討した。その結
果，母親から父親への愛情の強さが子どものへ
の暖かい養育につながり，子どもの抑うつを弱
めることが示された。しかし，抑うつのような
内在化的問題行動だけではなく，子ども外在化
問題行動と向社会的行動への影響も確かめるこ
とが必要である。そして，こうした養育態度の
うち，暖かさや過干渉だけではなく，放任といっ
た養育態度の側面についても検討されることが
求められている（菅原ら，2002）。
　以上より，本研究では，３〜６歳をもつ母親
を対象に，養育態度，夫婦関係と子どもの問題
行動の関連について検討することを目的とす
る。仮説は以下の通りである。仮設１：夫婦間
葛藤が権威主義的と放任的な養育態度を媒介
し，子どもの問題行動に正の影響を及ぼし，向
社会的行動に負の影響を及ぼす。仮設２：夫婦
間サポートが指導的な養育態度を媒介し，子ど
もの問題行動に負の影響を及ぼし，向社会的行
動に正の影響を及ぼすと予測した。

方　法
調査対象　クラウドソーシングサービス「クラ
ウドワークス」に登録している３〜６歳児をも
つ母親400名を対象とした。不備のあった50名
を除外し，350名（母親平均年齢35.06歳（SD =�
5.31））；子ども平均年齢4.19歳（SD =�1.13））を
対象に分析を行なった。
調査時期　2021年10月及び2022年１月に実施し
た。
調査内容

（1）フェイスシート
　母親の年齢，最終学歴，就業形態，子どもの
人数，子どもの年齢と性別，同居家族を尋ねた。
子ども全員の年齢と性別を記入した上で，３〜
６歳の子どもが二人以上いる場合は，３〜６歳
の子どもの中で，一人をイメージして回答して
答えるよう教示した。

（2）養育態度 
　野嵜・中村・齋藤（2014）の日本語版 The 
parenting styles and dimensions questionnaire（以
下 PSDQ）を用いた。この尺度では，親の養育
態度について尋ねるものである。「まったくし
ない」〜「いつもする」５段階で回答を求めた。
下位尺度は３つで，指導的な養育態度は27項目
（項目例：「私は子どもに，何か困ったことがあ
れば話すように促す」），権威主義的な養育態度
は20項目（項目例：「私は，理由を説明するよ
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Table 2　各尺度得点の相関係数

Table 1　各尺度の基礎統計量

平均 標準偏差 最小値 最大値 α係数

母親の年齢 35.06 5.31� 22 � 57
子どもの人数 1.74 0.70� � 1 � � 5
子どもの年齢 4.19 1.13 � 3 � � 6

指導的な養育態度 106.94 10.97 79 132 .88
権威主義的な養育態度 45.87 9.66 24 � 76 .85
放任的な養育態度 37.44 5.85 22 � 54 .62

情緒の問題 2.48 2.18 � 0 � 10 .65
行動の問題 2.63 1.59 � 0 � � 8 .30
多動 /不注意 3.63 2.06 � 0 � 10 .52
仲間関係の問題 3.77 2.13 � 0 � � 9 .49
総合的困難さ 12.51 5.49 � 0 � 29 .72
向社会的行動 7.48 2.19 � 0 � 10 .73

夫婦間葛藤 9.88 3.94 � 4 � 20 .87
夫婦間サポート 16.02 3.97 � 4 � 20 .87

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

1. 指導的 1.00�
2. 権威主義 -.23�** 1.00�
3. 放任的 -.35�** .41�** 1.00�
4. 情緒的問題 -.05� .24�** .23�** 1.00�
5. 行為の問題 -.19�** .37�** .19�** .23�** 1.00�
6. 多動 / 不注意 -.13�* .32�** .27�** .32�** .40�** 1.00�
7. 仲間関係 -.05� .22�** .11�* .27�** .28�** .29�** 1.00�
8. 総合的困難さ -.15�** .41�** .29�** .69�** .64�** .73�** .69�** 1.00�
9. 向社会的行動 .34�** -.10�+ -.29�** -.06� -.18�** -.20�** -.15�** -.21�** 1.00�
10. 夫婦間葛藤 -.16�** .27�** .30�** .17�** .22�** .08� .02� .17�** -.16�** 1.00�
11. 夫婦間サポート .10�+ -.15�** -.12�* -.05� -.17�** -.09� -.06� -.12�* .09�+ -.27�** 1.00�
** p <�.01,�* p <�.05,�+ p <�.10

りも罰することで子どもを正しい方に導く」），
放任的な養育態度は15項目（項目例：「私は，
子どもが誰かに迷惑をかけていてもそのままに
しておく」）であった。得点が高いほど各下位
尺度の傾向が高いことを示している。

（3）問題行動 
　Sugawara, Sakai, Sugimura & Matsumoto（2006）
の日本語版 Strength and Difficulties Questionnaire
（以下 SDQ）を用いた。下位尺度は５つで，情
緒的問題は５項目（項目例：「頭がいたい，お
腹がいたい，気持ちが悪いなど，よくうったえ
る」），行為の問題は５項目（項目例：「カッとなっ
たり，かんしゃくをおこしたりする事がよくあ
る」），多動 /不注意は５項目（項目例：「おち

つきがなく，長い間じっとしていられない」），
仲間関係の問題は５項目（項目例：「一人でい
るのが好きで，一人で遊ぶことが多い」），向社
会的な行動は５項目（項目例：「他人の気持ち
をよく気づかう」）であった。得られた回答より，
逆転項目を処理した上で，「あてはまる＝０点」，
「まああてはまる＝１点」「あてはまる＝２点」
として得点化し，各下位尺度の合計点は0-10点
となる。困難さに関する４つの下位尺度（情緒
の問題，行為の問題，多動 /不注意，仲間関係
の問題）の合計点は，「総合的困難さ（TDS: 
total difficulties score）」（0-40点）として計算す
る。なお，向社会的行動の下位尺度は得点が高
いほど適応が良く，それ以外は得点が高いほど
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Figure 3　 夫婦間サポートが権威主義的な養育態度を媒
介して子どもの総合的困難さに与える影響　

Figure 2　 夫婦間葛藤が放任的な養育態度を媒介して
子どもの向社会的行動に与える影響　　　

Figure 1　 夫婦間葛藤が権威主義的な養育態度を媒介
して子どもの総合的困難さに与える影響　

結　果
　以下の分析には清水（2016）の HAD（Version.�
17_202）を用いた。
　各尺度の記述統計量　先行研究の尺度通りに
下位尺度を設定し，合計得点を用いて分析を行
なった。各尺度の記述統計量は Table 1の通り
である。
　相関分析　変数間の関連を検討するために相
関分析を行った（Table 2）。養育態度尺度のうち，
指導的養育態度は権威主義的養育態度と放任的
養育態度の間に弱い負の関連（r =�-.23, p <�.01; 
r =� -.35, p <� .01）が見られ，問題行動のうち，
総合的困難さと向社会行動に弱い負の関連（r 
=�-.21, p <�.01）が見られ，夫婦関係のうち，夫
婦間葛藤と夫婦間サポートに弱い負の関連（r 
=�-.27, p <�.01）が見られた。指導的養育態度は
向社会的行動に弱い正の関連（r =� .34, p <.�
01），権威主義的な養育態度と問題行動全般，
夫婦間葛藤には弱いから中程度の正の関連見ら
れた（r =�.24�〜.41,p <�.01; r =�.27, p <�.01）。放
任的な養育態度と情緒的問題，多動／不注意，
総合的困難さ，夫婦間葛藤に弱い正の関連が，
向社会的行動とは弱い負の相関が見られた（r 
=�.23, p <�.01; r =�.27, p<�.01; r =�.29, p <�.01; r =�
.30, p <� .01� ; r =� -.29, p<� .01）。夫婦間葛藤と問
題全般に弱い正の相関が見られ（r =� .17, p <�
.01），向社会的行動に弱い負の相関が見られた
（r =�-.16, p <�.01）。
媒介分析　夫婦関係と子どもの問題行動におけ
る関連について，親の養育態度を媒介変数とし
て仮定した媒介分析を行った。その結果を，
Figure 1，2と3に示す。
①夫婦間葛藤から子どもの総合的困難さへの影
響について　権威主義的な養育態度を媒介変数
として投入した媒介分析の結果，夫婦間葛藤か
ら子どもの総合的困難さへの直接効果が見られ
たが（β�=� .17, p <� .01），媒介変数として権威
主義的な養育態度を投入すると効果がなくなっ
た（β�=� .06, ns）。このことから，夫婦間葛藤
は権威主義的な養育態度に影響を与え（β�=�
.27, p <� .01），権威主義的な養育態度を媒介す
ることで子どもの総合的困難さに影響を与える
ことが示唆された（β�=�.40, p <�.01）。さらに，
ブートストラップ法（サンプリング回数：
2000，信頼区間：95%）により間接効果を検定
し た 結 果， 有 意 で あ っ た（β=�.11, CI[.09,�
.22]）。従って，完全媒介が成り立っているとい

適応が悪いことを表す。
（4）夫婦関係 
　直原・安藤（2021）の Quality of Coparental 
Commu-nication Scale（以下 QCCS）を用いた。
原版の10項目から，離婚後夫婦関係に対する２
項目削除され８項目で構成されている。下位尺
度は２つで，葛藤は４項目（項目例：「あなた
と配偶者は，子育てについて問題に話し合うと
き，言い争いになることはどれくらいあります
か」），サポート４項目（項目例：「配偶者は，
親であるあなたの大変さを理解して支えてくれ
ていると感じますか」）であった。

※表示している係数は標準化係数
** p  < .01, * p  < .05, + p  < .10

夫婦間葛藤

権威主義な

養育態度

総合的困難

.27**

-.17** → -.06 

.40**

※表示している係数は標準化係数
** p  < .01, * p  < .05, + p  < .10

夫婦間葛藤

放任的な

養育態度

向社会的行

.30**

-.16** → -.08 

-.26**

※表示している係数は標準化係数
** p  < .01, * p  < .05, + p  < .10

夫婦間サポート

権威主義的

な養育態度

総合的困難

-.15**
.40**

-.12* → -.06 
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2002；Emery & O’Leary,�1982）。夫婦間の情緒
的な supportivenessが子どもの問題行動にどの
ような影響を与えるかについて検討した Parkes, 
Green & Mitchell（2019）の研究では，子ども
の幼児期において夫婦の supportivenessの程度
が高いと，子ども期の外在化問題行動を抑える
ことが示されている。本研究では夫婦間サポー
トと子どもの行為の問題の間に負の相関が見ら
れ，Parkesら（2019）の先行研究と合致する結
果が示された。
　養育態度と子どもの問題行動の関連につい
て，指導的な養育態度は行為の問題及び総合的
困難さと負の相関を示し，向社会的行動と正の
相関を示した。「権威的（指導的）」な親が子ど
もの発達に良好な結果をもたらすことが報告さ
れており（大森，2015），先行研究と合致する
結果が得られた。権威主義的な養育態度は子ど
も問題行動全般（情緒の問題，行為の問題，多
動／不注意，仲間関係）と正の関連が見られた。
権威主義的な育児スタイルが子どもの行動問題
と関連することは先行研究においても認められ
ており，外在化する破壊的行動問題（例：攻撃
性，多動性）（Stormshak et al.,�2000）や内在化
する行動（例：不安，社会的引きこもり）（Cole 
& Rehm,�1986）との関連を示した先行研究と一
致する。放任的な養育態度と子どもの情緒的問
題，行為の問題，多動・不注意及び総合的困難
さと正の相関を示し，向社会的行動と負の相関
を示しており，C-ampbell（1995）の先行研究
と合致する結果が示された。
　夫婦関係と養育態度の関連について，夫婦間
葛藤が権威主義的な養育態度と放任的な養育
態度どちらも正の相関を示し，Krishnakumar & 
Buehler（2000）の先行研究と一致した。夫婦
関係のポジティブな側面である愛情関係と子ど
もに対する態度との温かさとの間に有意な相関
が見られたことを菅原ら（2002）が報告してき
たが，本研究では夫婦間サポートは指導的な養
育態度をより多く出現する傾向が有意に認めら
れた。その原因として，先行研究は父母両方を
対象とし，今回は母親だけを研究対象としたこ
とが考えられ，親の養育態度は配偶者から影響
を受け，自分の養育態度を変えたり，強化した
りする可能性がある。社会的には父親は指導的
な関わり，母親は受容的な関わりという両親の
役割，そして，母性原理と父性原理から考える
と，父親と母親は子どもに対する成長への期待
によって生じる養育態度の方向性は一致するか

う結果が得られた。
②夫婦間葛藤から子どもの向社会的行動への影
響について　放任的な養育態度を媒介変数とし
て投入した媒介分析の結果，夫婦間葛藤から子
どもの向社会的行動への直接効果が見られたが
（β�=� -.16, p <� .01），媒介変数として放任的な
養育態度を投入すると効果がなくなった（β�=�
.08, ns）。このことから，夫婦間葛藤は放任的な
養育態度に影響を与え（β�=� .30, p <� .01），放
任的な養育態度を媒介することで子どもの向社
会的行動に影響を与えることが示唆された（β�
=�-.26, p <�.01）。さらに，ブートストラップ法（サ
ンプリング回数：2000，信頼区間：95%）によ
り間接効果を検定した結果，有意であった（β�
=� -.08, CI[-.07,� -.02]）。従って，完全媒介が成り
立っているという結果が得られた。
③夫婦間サポートから子どもの総合的困難さへ
の影響について　権威主義的な養育態度を媒介
変数として投入した媒介分析の結果，夫婦間サ
ポートから子どもの総合的困難さへの直接効果
が見られたが（β�=�-.12, p <�.05），媒介変数と
して権威主義的な養育態度を投入すると効果が
なくなった�（β�=�-.06, ns）。このことから，�夫婦
間サポートは権威主義的な養育態度に影響を与
え（β�=�-.15, p <�.01），権威主義的な養育態度
を媒介することで子どもの総合的困難さに影響
を与えることが示唆された�（β�=�.40, p <�.01）。
さらに，ブートストラップ法（サンプリング回
数：2000，信頼区間：95%）により間接効果を
検定した結果，有意であった（β�=� -.06, CI[-
.15,�-.03]）。従って，完全媒介が成り立っている
という結果が得られた。

考　察
　本研究の目的は，３〜６歳児を持つ母親を対
象に，夫婦関係，養育態度，子どもの問題行動
の関連を検討することであった。夫婦間葛藤が
放任的な養育態度を媒介し，子どもの問題行動
に正の影響を及ぼし，向社会的行動に負の影響
を及ぼすが，夫婦間サポートが指導的な養育態
度を媒介し，子どもの問題行動に負の影響を及
ぼし，向社会的行動に正の影響を及ぼすと予測
した。
　相関分析の結果，夫婦関係において，夫婦間
葛藤は子どもの行為の問題，情緒的問題及び総
合的困難さと正の相関を示し，向社会的行動と
負の相関を示した。この結果は夫婦間葛藤を
扱った従来の研究と同様な結果を示した（菅原，�



― 62 ―

どうかあるいは一貫性があるかどうかも子ども
の発達に影響を及ぼすと考えられる。
　次に養育態度が夫婦関係と子どもの問題行動
を媒介するかを検討した結果，夫婦間葛藤が子
どもの問題行動に影響を及ぼすとき，権威主義
的な養育態度が媒介し，夫婦間葛藤が子ども向
社会的行動に影響を及ぼすとき，放任的な養育
態度が媒介することが確認されたことから，仮
設１を部分的に支持すると考えられる。夫婦間
葛藤が子どもの問題行動や精神症状と関連する
ことはすでに多くの先行研究で明らかにされて
きており（Emery & O’Leary,�1982; Eldik, WM et 
al.,�2020），本研究では子どもの行動の肯定的な
側面である向社会的行動についても検討した
が，夫婦間葛藤が子どもの向社会的行に影響を
及ぼす際に，放任的な養育態度しか媒介しない
ことが示された。その原因として，放任的な養
育態度を取る親は，子どもの意向中心に物事を
進め，リミットを設定し守らせることに消極的
な受身態度として子どもに自分自身で生活を統
制させる。向社会的行動とは，他の個人や集団
を助けようとしたり，こうした人々のためにな
ることをしようとしてなされた自主的な行為」
とされている（Eisenberg,� 1982; Eisenberg & 
Mussen,�1989）。向社会的行動は思いやり行動
とも言われ，見返りを期待しない人のためにな
る行動であり，愛他行動，援助行動，寄付行動，
分配行動，共感性など様々な肯定的な行動が含
まれている（戸田，2006）。戸田（2006）は母
親の養育態度と幼児の自己制御機能及び社会的
行動の関係を検討し，母親は子どもが望むまま
に自由にさせるという服従的養育態度は子ども
の向社会的行動である思いやり行動とはマイナ
スの関係があることが明らかになっており，放
任的な養育態度と向社会的行動の間に負の相関
があること報告した。一方，戸田（2006）と同
様，母親の統制的である権威主義的な養育態度
と子どもの向社会的行動の関連が認められな
かった。Erel & Burman（1995）によると夫婦
関係の質がネガティブであるため，養育態度も
ネガティブなものであり，子どもにネガティブ
な影響を及ぼす。つまり夫婦関係の質は養育行
動や態度を通じて子どもに同じ方向で影響す
る。したがって，夫婦間葛藤が大きくなると，
権威主義的と放任的な養育態度に正の影響を及
ぼし，子どもの問題行動に負の影響を及ぼすと
考えられた。本研究の結果から見ると，夫婦間
葛藤からネガティブな養育態度である放任的な

養育態度を経て子どもの問題行動への影響が見
られなかったため，今後さらなる研究が必要と
考える。
　一方，夫婦間サポートが子どもの問題行動に
影響を及ぼすとき，権威主義的な養育態度が媒
介することが確認されたことから，仮設２を不
支持と考えられる。夫婦関係は養育態度を媒介
し子どもの抑うつとの関連を検討した菅原ら
（2002）の研究では，夫婦間の母親から父親へ
の愛情の強さが子どものへの暖かい養育につな
がり，子どもの抑うつを弱めることが示された
のに対して，本研究では夫婦関係のポジティブ
な側面である夫婦間サポートはネガティブな養
育と関連し，子どもの問題行動を弱めることが
示された。その原因は，先行研究と異なる夫婦
間サポートという視点を取り入れることである
と考えられる。夫婦関係満足度や愛情尺度を用
いて夫婦関係の良好さを捉える研究は数多くあ
るが，本研究では子育てに焦点を当てた尺度を
用いて夫婦関係を測定していることから独自性
があると考えられる。
　子どもの初期の社会性の発達は，就学前の時
期の家族の状況に大きく依存している。就学前
の子どもを対象とした先行研究では，子どもの
行動問題は，その後の人生において長期的な困
難をもたらす可能性があることが示されている
（Mak, Yin, Li. et al.,�2020）。親は子どもの主な
養育者として，子どもの身体的心理的ニーズを
満たす必要があり，子どもとの接し方は，子ど
もの心理的健康に影響を与える。家族状況，養
育行動，子どもの心理的健康が相互作用するか
に関係する可能性を確かめるのが重要である。
本研究の結果は，夫婦間葛藤のみで子どもの問
題行動が起こるのではなく，養育態度が媒介す
ることによって子どもの問題行動に影響を及ぼ
すことが示された。こうした養育態度を経由し
た夫婦関係が子どもの発達に及ぼす影響につい
て今後さらに検討する必要があると考えられる。
　本研究の課題として，今回は母親の視点から
調査を行い，検討してきたが，今後父親と母親
のどちらかを絞って検討するより，父親と母親
両方を視野に入れて検討する必要があると考え
られる。コロナ禍における環境変化そして働き
方改革をきっかけに，まだ十分とは言えないも
のの，父親が家庭や子育てに少しずつ向き合い
やすくなってきているようである（ベネッセ教
育総合研究所，2020）。今回は母親の就労形態
を統制できなかった。労働時間や就労の有無も
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子どもの発達に関わっていると考えられるた
め，これらの要因を統制して検討する必要があ
る。また，本研究は夫婦間サポートという肯定
的な側面について検討してきたが，指導的養育
態度の媒介効果を確認できなかった。今後はサ
ンプルサイズを増える上で検討を行うことが必
要であろう。
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